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	開催日時：平成２１年７月３０日（木）　１５：００～１８：００
場　　所：ドーンセンター5階　特別会議室
出席委員：池淵委員長,佐橋委員,久委員，弘本委員,堀野委員,前迫委員,増田委員
１．議　題

(1) 前回議事概要確認

(2) 河川整備委員会審議スケジュールについて
(3)一級河川大和川水系石川ブロック河川整備計画（原案）について

(4)一級河川田尻川　建設事業評価（事前）について
(5)一級河川淀川水系神崎川下流ブロック河川整備計画（素案）
および、泉州耐震事業について（二級河川石津川水系外河川整備基本方針の変更）

２．概　要
○前回議事概要確認
○河川整備委員会審議スケジュールについて
○一級河川大和川水系石川ブロックの整備計画について
（委　員）石川の河川整備を実施しないにもかかわらず、地元からの意見で石川に関するものが多いことから、当面実施しないことを明言すべき。

（委　員）石川河川公園整備と連携を図りながら、河川環境の整備と保全を進めていくのであれば、表現を改善すべき。

（委　員）河川整備を行う箇所と維持管理のみを行う箇所では河川環境の整備と保全についての方針等が違ってくると思うので、それらをわかりやすく表現すべき。
（事務局）記載について検討する。
（委　員）今回の指摘事項を修正した上で、事務手続きを進めることとする。
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	○一級河川田尻川建設事業評価（事前）について
 （まとめ）

（委　員）護岸の勾配を5分にした場合、植生の横断方向の連続性は確保できるのか。連続性が確保できるように検討すべき。
（事務局）連続性を確保できるよう護岸工法を検討する。

（委　員）護岸工法を検討するのであれば、建設コストが変更になることが予想される。工法を確定した上で事業の評価を行うべき。
（事務局）費用対効果に影響が出ない範囲で、連続性について検討し、結果、工事費が大きく増加した場合は、再度審議をお願いする。

（委　員）河川整備計画の変更としてどのように取り扱うかの議論の後に、田尻川の事前評価の審議を実施すべき。
（事務局）河川整備計画の変更と事業評価の位置づけについては、次回、整理して説明する。

（委　員）今回の指摘事項を踏まえ、再度説明いただきたい。
○一級河川淀川水系神崎川下流ブロック河川整備計画（素案）について

（委　員）河川環境の目標での外来種の記述について、「無秩序な」を削除の上、「移植・移入」と修正すべき。また、「流水の清潔の保持」という記述について、わかりやすい言葉に修正すべき。
（事務局）記載について検討する。

（委　員）本日の指摘事項を修正した上で、地元説明会等を行うこと。

○泉州耐震事業について（二級河川石津川水系外河川整備基本方針の変更）


（委　員）石津川水系外の河川整備基本方針については、了解とする。




（まとめ）住民意見を反映した一級河川大和川水系石川ブロックの河川整備計画（原案）について説明を行った。今回の指摘事項を反映させた上で、河川整備計画の申請手続きに移ることとなった。





一級河川田尻川の事業評価（事前）について説明した。河川整備計画の変更と事業評価の位置づけを整理した上で、再度説明を行うこととなった。





（まとめ）前回委員会議事概要（案）について確認を行った。委員会の了解を得て、ホームページに掲載することとなった。





（まとめ）一級河川淀川水系神崎川下流ブロックの河川整備計画について説明を行った。委員会での指摘事項を踏まえ、修正した上で、住民説明会等を行うこととなった。








（まとめ）二級河川石津川水系外河川整備基本方針の変更について審議いただいた。委員会での了解をいただき、河川整備基本方針の申請手続きに移ることとなった。





（まとめ）河川整備委員会審議スケジュールについて説明した。委員会の了解を得て、スケジュールに従い、審議をおこなうこととなった。
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